
 

 

個別事業追加検討一覧表 

 

事業名称 ひきこもりサポート事業 事業主体 伊賀市（生活支援課） 

事業連携者 伊賀市社会福祉協議会 実施時期 令和 2年度～ 

事業内容 

伊賀市が伊賀市社会福祉協議会へ委託しているひきこもりサポート事業（通

称 nest）を行い、ひきこもりの方の居場所づくりのためのフリースペースの設置や

本人・家族を対象とした相談支援事業を行う。（週２～３回） 

 

事業名称 介護予防事業 事業主体 伊賀市（地域包括支援センター） 

事業連携者 - 実施時期 令和 2年度～ 

事業内容 

介護予防に資する機会の提供により、高齢者の健康の維持増進を図る。 

概ね 65 歳以上の高齢者を対象とし、運動機能向上、認知症予防を主目的とし

た介護予防事業を開催する。閉じこもり予防を目的とした気軽に高齢者が集える

居場所づくりを行う。 

開催にあたっては、介護予防リーダー、認知症サポーター等のボランティアを

活用する。月 1 回程度（平日の午後）から開始し、ニーズに応じて開催回数を増

やしていく。 

 

事業名称 
マイナンバーカードの 

交付に関する事業 
事業主体 伊賀市（戸籍住民課） 

事業連携者 - 実施時期 令和 2年度～ 

事業内容 

マイナンバーカードの取得促進に向けて、マイナンバーカード交付センター（仮

称）を設置し、申請サポート、カードの交付、電子証明書の更新及びマイキー ID

設定支援を行い、マイナンバーカードを幅広く活用してもらうための交付拠点とす

る。 

 

事業名称 
多文化共生事業 

（伊賀市多文化共生センター） 
事業主体 伊賀市（市民生活課） 

事業連携者 伊賀市国際交流協会 実施時期 平成 28年度～ 

事業内容 

外国人住民が多いことは本市の特性の一つであり、外国人が住みやすいまち

は、日本人にとっても住みやすいまちであることを情報発信し、魅力ある多文化

共生社会をめざす。伊賀市国際交流協会や NPO等と連携し多文化交流を促進

する。多文化共生を推進するための拠点施設として、いろんな年齢層の市民が

集まるスペースで多文化に関わる事業を実施することで、市民や観光客を含め

相乗効果が期待できる。 

伊賀市多文化共生センターの運営 

 外国人生活相談窓口、多言語による情報提供、多文化共生に関する相談窓

口、各種講座、無料パソコン利用・有料コピー機設置、外国人観光客への情報

提供など 

 

資料４ 


